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【方法】動物は C57BL/6N マウス (10-12 週齡；n=453)を用い、胸髄中等度圧挫損傷モデルを
作成 (IH impactor 60Kdyn)した。移植に用いた BMSC は同種マウスの大腿骨、脛骨より採取
し、DMEM培地にて培養を行い、表面マーカー発現が CD90+、CD44+、CD29+、CD45-、CD11b-







疼痛の行動学的評価として von Frey式圧刺激鎮痛効果測定装置と plantar式熱刺激鎮痛効果
測定装置（Ugo Basile 社製）を用いて経時的に疼痛閾値を評価した。組織学的評価として、脊
髄損傷後疼痛関連蛋白 (protein kinase C-γ; PKC-γ、pCREB)の損傷脊髄における発現変化、マ
イクログリア /マクロファージ  (CD11b 陽性細胞 )における MAP kinase (p-p38、
phospho-extracellular signal-regulated kinase; pERK1/2)の発現変化、BSCBの機能評価とし
て Albumin、platelet-derived growth factor receptor-αの脊髄内発現、chimericマウスを用い
てマクロファージ浸潤の変化をそれぞれ経時的に評価した。また、flow cytometryによりこれら
蛋白の定量化を行った。炎症細胞活性化・遊走に関わる液性因子の評価は、損傷後脊髄を用いた 
immunoblottingによる炎症性サイトカイン (tumor necrosis factor-α; TNF-α、interleukin-6; 
IL-6、matrix metallopeptidase 9)、マクロファージ遊走因子 (CCL2、CCL5、CXCL10)、マイ
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